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献 呈 の 辞
このたび,師 匠,喜 多登教授 が壮健 に して,め でた く古稀 を迎
え られま した。 これを記念 し,多 くの先生方 の玉稿を もって政経
論叢第65巻 第3・4号 「喜多登教授古稀記念論文集」が刊行 され,
喜多登先生に献呈す る運びとな りま した。
喜多登先生 は,昭 和2年 に北海道の旭川市にお生まれにな られ,
明治大学政治経済学部,大 学院経済政策専攻科へ と進まれま した。
昭和31年 に政治経済学部助手に就任 され,35年 に専任講 師,38
年 に助教授,43年 に教授 にな られ今 日に至 ってお ります。 実 に
41年 の長 きにわた って明治大学 に奉職 な され,教 育 や研究等,
それに社会 に多大な貢献 をされて参 りま した。
昭和48年 には,そ れまでの研究 をまとめた学位論文 「地 域 と
財政」によ り,明 治大学か ら経済学博士 の学位を授与 されました。
国民 の生活や生産等の場 としての地域の発展に資する地方政府の
財政活動 の在 り方を体系化 した論文 であ ります。
この他 に,喜 多登先生の研究業績 は,著 書,翻 訳書,学 術論文
等 と膨大な量 に達 しております。喜多財政学は財政学全般をカバー
しつつ も,国 民経済の発展,及 び国民福祉の維持 ・向上 とい った
視点か ら 「地域経済の発展 と財政」 に焦点を置 いた体系であ りま
す。 と くに,地 域 の経済力水準 と財政の相互関係 を理論化 し,政
策 を考 えるというモデルの形成 は財政学 に新 しい視点 を与 えた も
の といえます。 この研究 によりわが国の財政学の発展 に多大な貢
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献 を して きて い るの は周知 の通 りで あ ります。
喜 多登 先生 は昭和50年 か ら日本財 政学 会 の理 事,監 査 を歴 任
な され,平 成5年 よ り顧 問 と して財 政学 会 の発展 に尽 力 して お ら
れ ます 。 また,昭 和60年 以 降,日 本 地 方 自治 研 究 学 会 の 常 任 理
事 と して その発 展 に寄与 してお られ ます。 なお 昭和58年 か ら60
年 迄,経 済学 会 連 合評議委 員 を努 め られ ま した。 それ に国際財 政
学会 や ア メ リカ経 済学会 で もご 活 躍 な され,学 会 活動 は国内及 び
国 際的 に多 岐 に わた ってお ります。
昭和48年 にはUCLAのVisitingEconomistとして,国 際 的
に著名 な経済学 者 で あ る,ワ ーナ ーZ,八 一 シ ュ教 授 と共 同研 究
を な され,現 在 もなお親 交 が続 いて お ります。 そ して 同教 授 と共
に,昭 和63年 に はハ ワイ のイ ー ス トウ ェス ト ・セ ン ター に お い
て スイ スや ア メ リカ合衆 国,日 本 の学 者 に よ る国 際会議 を主 催 な
さい ま した。




Who,Ins.)に 詳細 に紹介 され てお ります。
こ う した喜 多 登先 生 の薫陶 を受 け た学 部卒 業生 及 び大学 院 の修
了 生 は,官 界,実 業界,学 界 と多 方面 で活躍 して お ります。 た と
えば大 学 院で先 生 の厳 しい中 に も人 間味 あふ れ た薫 陶 を受 け,現
在,各 大学 で研 究,教 育 等 に活 躍 して い る教 員 は10数 名 に上 っ
てお ります。
? ?
また,喜 多登先生 は研究,教 育の方面以外 に,全 国 レベル,地
域 レベルでの社会に対す る貢献 にも大 きなものがあ ります。平成
元年～3年 の司法試験委員,昭 和63年 及 び平成2年 に衆 議院地
方行政委員会 で参考人 として意見を述べ られたこと,そ して市政
功労者 として松戸市長 か ら表彰 されま した ことなどが,そ の一例
であ ります。
喜多登先生 は今年古稀をお迎えにな られま したが,古 稀 とはこ
んなに も若 々 しいものかと,感 嘆 している次第です。研究,教 育
に対す る情熱 は,な お止 まるところを知 りません。喜多登先生が,
末長 くお元気で活躍 され ることを祈念申 し上 げます。
ここに喜多登先生の ご功績等の一端をご紹介 し,献 呈 の辞 とさ
せて頂 きます。
最後になりま したが,こ の記念論文集に ご寄稿下 さいま した先
生方 に衷心よ り御礼を申し上げます。
平成9年2月
政治経済学部教授
池宮城 秀 正
… ?
